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　全学共通科目（Ａ類）
聖徳教育 別表Ⅰ－１

春 秋 春 秋

□ 小笠原流礼法基礎講座 2 ○ ○

□ 聖徳教育Ⅰ 1 ○ ○ ○ ○ ○ 聖徳教育の詳細については、学生便覧を参照すること。

□ 聖徳教育Ⅱ 1 ○ ○ ○

□ 聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic LiteracyⅠ) 演 1 ○ ○

□ 聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic LiteracyⅡ) 演 1 ○ ○

6
【授業の方法】無印：講義、演：演習をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

教養科目 別表Ⅰ－２

春 秋 春 秋

□ 2 ○ ○ ○
□ 2 ○ ○ ○
□ 2 ○ ○ ○
□ 2 ○ ○ ○
□ 演 2 ○ ○ ○ ○
□ 2 ○ ○ ○
□ 2 ○ ○ ○
□ 2 ○ ○ ○
□ 2 ○ ○ ○
□ 2 ○ ○ ○
□ 2 ○ ○ ○
□ 2 ○ ○ ○
□ 2 ○ ○ ○
□ 2 ○ ○ ○
□ 2 ○ ○ ○
□ 2 ○ ○ ○
□ 2 ○ ○
□ 演 1 ○ ○
□ 演 1 ○ ○
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Business Field Linkageプログラム

春 秋 春 秋

□ 1 ● ● ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□
□ 2 ● ● ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ○

□ 2 ○

□ 2 ○

□ 2

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ○

□ 2 ○

□ 2 ○

□ 2

地域活性化・価値創造
副専攻

地域社会の価値を創造する実践論

行政の役割を体験するインターンシップ

行政の理解と試験対策

自分を見つめ・拡げ・伝える（文化領域Ⅰ）

A
類

自分を見つめ・拡げ・伝える（文化領域Ⅱ・インターンシップ）

自分を見つめ・拡げ・伝える（看護領域）

Practical　English CommunicationⅢ

ビジネス再生・創生
副専攻

新時代のリーダーシップデザイン

戦略的ビジネスプランニング

SDGｓを実現するGX&SXの基本

グローバル人材育成
副専攻

世界のニュースを読み解く～国際社会問題を知る～

グローバルコミュニケーション

Practical　English CommunicationⅠ

Practical　English CommunicationⅡ

顧客価値を創出するマーケティング

ビジネス・データサイエンス
副専攻

文系人材のためのDX・AIリテラシー

ビジネス・データサイエンスⅠ

ビジネス・データサイエンスⅡ

ビジネス・データサイエンスⅢ

共通

ビジネス・フィールド・リンケージ原論

キャリア教育関連科目※

履　修　年　次

価値増幅型マネジメント
副専攻

現代社会におけるビジネスリテラシー

法律・健康知識で身を守るセルフマネジメント

就活にも役立つメディアリテラシー

戦略的ビジネスマネジメント

ビジネス・コミュニケーション・スキル

アントレプレナーシップ（起業家精神）概論

社会貢献の理論と実践

地域貢献活動の実践

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

卒
業
必
修

備考1 2

計

D
類

日本国憲法

C
類

心とからだの美的本質を追求する（心の領域）

心とからだの美的本質を追求する（からだの領域）

心とからだの美的本質を追求する（栄養領域）

心とからだの美的本質を追求する（スポーツ領域）

心とからだの美的本質を追求する（ケア領域）

備考1 2

履　修　年　次

B
類

自然・社会・科学技術を考える（自然領域）

自然・社会・科学技術を考える（科学技術領域）

自然・社会・科学技術を考える（社会領域）

自然・社会・科学技術を考える（環境領域）

自然・社会・科学技術を考える（健康領域）

自分を見つめ・拡げ・伝える（歴史領域）

自分を見つめ・拡げ・伝える（文学領域）

自分を見つめ・拡げ・伝える（芸術領域）

※キャリア教育関連科目は各学部学科教育課程の設定による。
※○は配当年次を示す。●はいずれかの学期で履修することを示す。なお、配当年次・学期の上位学年についてはいずれの科目も任意に履修できる。
※副専攻を希望しない場合でも、BFL科目の履修は可能です。

＜副専攻履修について＞
BusinessFieldLinkageプログラムの科目から２０単位以上修得すると学んだことを認証する「修了証」を授与します。必要な要件は下記の通りです。
①自分の目標とするキャリアに合わせた副専攻を上記５つの副専攻から選択し、その副専攻に該当する必修科目と共通必修科目「ビジネス・フィールド・リンケージ原
論」「ビジネス・コミュニケーション・スキル」「アントレプレナーシップ（起業家精神）概論」、他の副専攻の科目と併せて２０単位を修得すること。
②修得単位（共通区分を除く）の取り扱いについては、次のとおり教養科目の単位に6単位まで充当することができます（但し「ビジネス・データサイエンスⅠ、Ⅱ、Ⅲ」及
び「PracticalEnglishCommunicationⅠ、Ⅱ、Ⅲ」は除く）。
③履修する科目はキャップ制の対象外とします。
④履修状況については、各学期の成績表において履修済みの科目の成績を確認することができます。

卒
業
必
修

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

卒
業
必
修

計

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

履　修　年　次

備考1 2
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全学共通科目（Ａ類）
聖徳教育 別表Ⅰ－８

春 秋 春 秋 春 秋

□ 小笠原流礼法基礎講座 2 ○ ○

□ 聖徳教育Ⅰ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

□ 聖徳教育Ⅱ 1 ○ ○ ○

□ 聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic LiteracyⅠ) 演 1 ○ ○

□ 聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic LiteracyⅡ) 演 1 ○ ○

6
【授業の方法】無印：講義、演：演習をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

教養科目 別表Ⅰ－９

春 秋 春 秋 春 秋

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（芸術領域） 2 ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（文学領域） 2 ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（歴史領域） 2 ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（文化領域Ⅰ） 2 ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（文化領域Ⅱ・インターンシップ） 演 2 ○ ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（看護領域） 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（自然領域） 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（科学技術領域） 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（社会領域） 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（環境領域） 2 ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（健康領域） 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（心の領域） 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（からだの領域） 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（栄養領域） 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（スポーツ領域） 2 ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（ケア領域） 2 ○ ○ ○

□ 日本国憲法 2 ○ ○

□ 社会貢献の理論と実践 演 1 ○ ○

□ 地域貢献活動の実践 演 1 ○ ○
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Business Field Linkageプログラム

春 秋 春 秋 春 秋

□ 1 ● ● ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□
□ 2 ● ● ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ○

□ 2 ○

□ 2 ○

□ 2

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ● ● いずれかの学期で履修

□ 2 ○

□ 2 ○

□ 2 ○

□ 2

聖徳教育の詳細については、学生便覧を参
照すること。

Ｄ
類

Ｃ
類

Ｂ
類

Ａ
類

卒
業
必
修

計

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

卒
業
必
修

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

履　修　年　次

備考1 2 3

備考1 2 3

履　修　年　次

※キャリア教育関連科目は各学部学科教育課程の設定による。
※○は配当年次を示す。●はいずれかの学期で履修することを示す。なお、配当年次・学期の上位学年についてはいずれの科目も任意に履修できる。
※副専攻を希望しない場合でも、BFL科目の履修は可能です。

＜副専攻履修について＞
BusinessFieldLinkageプログラムの科目から２０単位以上修得すると学んだことを認証する「修了証」を授与します。必要な要件は下記の通りです。
①自分の目標とするキャリアに合わせた副専攻を上記５つの副専攻から選択し、その副専攻に該当する必修科目と共通必修科目「ビジネス・フィールド・リン
ケージ原論」「ビジネス・コミュニケーション・スキル」「アントレプレナーシップ（起業家精神）概論」、他の副専攻の科目と併せて２０単位を修得すること。
②修得単位（共通区分を除く）の取り扱いについては、次のとおり教養科目の単位に6単位まで充当することができます（但し「ビジネス・データサイエンスⅠ、
Ⅱ、Ⅲ」及び「PracticalEnglishCommunicationⅠ、Ⅱ、Ⅲ」は除く）。
③履修する科目はキャップ制の対象外とします。
④履修状況については、各学期の成績表において履修済みの科目の成績を確認することができます。

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

共通

ビジネス・フィールド・リンケージ原論

キャリア教育関連科目※

ビジネス・コミュニケーション・スキル

アントレプレナーシップ（起業家精神）概論

授
業
の
方
法

単
　
位

卒
業
必
修

備考1 2 3

履　修　年　次

ビジネス再生・創生
副専攻

新時代のリーダーシップデザイン

戦略的ビジネスプランニング

SDGｓを実現するGX&SXの基本

ビジネス・データサイエ
ンス

副専攻

文系人材のためのDX・AIリテラシー

ビジネス・データサイエンスⅠ

ビジネス・データサイエンスⅡ

ビジネス・データサイエンスⅢ

顧客価値を創出するマーケティング

計

地域活性化・価値創造
副専攻

地域社会の価値を創造する実践論

行政の役割を体験するインターンシップ

行政の理解と試験対策

グローバル人材育成
副専攻

世界のニュースを読み解く～国際社会問題を知る～

グローバルコミュニケーション

Practical　English CommunicationⅠ

Practical　English CommunicationⅡ

Practical　English CommunicationⅢ

価値増幅型マネジメント
副専攻

現代社会におけるビジネスリテラシー

法律・健康知識で身を守るセルフマネジメント

就活にも役立つメディアリテラシー

戦略的ビジネスマネジメント
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学習成果の獲得状況を測る手法と時期
短期大学部 総合文化学科

専門科目群のGPA

専門分野の到達度評価

DP自己評価 専門分野等の知識・技能

卒業研究・卒業制作ルーブリック
専門分野及び専門分野を越え
た学際的な知識・技能、ICTの
活用を通じて多面的・複合的
な社会問題や地域の課題を思
考・実践し解決することがで
きる。

毎学期末

インターンシップ評価表

DP自己評価 学際的な知識・技能、実践力・課題解決力

インターン
シップ終了後

毎学期末

情報科目群のGPA

DP自己評価 学際的な知識・技能、実践力・課題解決力

社会貢献科目群のGPA

情報系科目ルーブリック

キャリア科目群のGPA

社会貢献科目ルーブリック 1年次学期末

学びの基礎科目群のGPA

DP自己評価 幅広い教養・考える力

英語科目群のGPA

DP自己評価

プレゼンテーション科目群のGPA

人間性を高める科目群のGPA

DP自己評価 思いやり、礼節心

学外研修ルーブリック

毎学期末

自己を客観的に分析・表現し、
かつ自己の生き方を省察して
デザインすることができる。

幅広い教養に基づいた多様な
視点から物事を考えるととも
に、実社会で必要とされ基礎
的な英語によるコミュニケー
ションとプレゼンテーション
ができる。

思いやりと礼節心をもって他
者と関わり、円滑な人間関係
を形成することができる。

4

3

2

1

あなたの学習成果の獲得状況を測る手法と測定時期

自己評価 他者評価

卒業時に身に付く学習成果

DP自己評価 キャリアをデザインする力 毎学期末

毎学期末

毎学期末

キャリアスタディⅠ・Ⅱ気づきシート 毎授業

社会貢献科目ルーブリック

卒業研究・卒業制作ルーブリック

1年次学期末

2年次学期末
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全学共通科目（A類）

聖徳教育 別表Ⅱ－１

春 秋 春 秋

□ 小笠原流礼法基礎講座 2 ○ ○

□ 聖徳教育Ⅰ 1 ○ ○ ○ ○ ○

□ 聖徳教育Ⅱ 1 ○ ○ ○

□ 聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic LiteracyⅠ) 演 1 ○ ○

□ 聖徳教育Ⅲ(SEITOKU Academic LiteracyⅡ) 演 1 ○ ○

6
【授業の方法】無印：講義、演：演習をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。

教養科目 別表Ⅱ－２

春 秋 春 秋

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（芸術領域） 2 ※ ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（文学領域） 2 ※ ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（歴史領域） 2 ※ ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（文化領域Ⅰ） 2 ※ ○ ○ ○

□ 自分を見つめ・拡げ・伝える（文化領域Ⅱ・インターンシッ 演 2 ○ ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（自然領域） 2 ※ ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（科学技術領域） 2 ※ ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（社会領域） 2 ※ ○ ○ ○

□ 自然・社会・科学技術を考える（環境領域） 2 ※ ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（心の領域） 2 ※ ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（からだの領域） 2 ※ ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（栄養領域） 2 ※ ○ ○ ○

□ 心とからだの美的本質を追求する（スポーツ領域） 2 ※ ○ ○ ○

□ 日本国憲法 2 ● ●

□ 社会貢献の理論と実践 演 1 ○ ※ ※ ※ ※ ※ ○

□ 地域貢献活動の実践 演 1 ○ ※ ※ ※ ※ ※ ○
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（注）資格科目欄に※が付された科目は資格選択必修科目であることを示す。必要単位数は別表Ⅱ－１５を確認すること。

Business Field Linkageプログラム

春 秋 春 秋

□ ビジネス・フィールド・リンケージ原論 1 ● ● ● ● いずれかの学期で履修
□ 2 ● ● ● ● いずれかの学期で履修
□ 2 ● ● いずれかの学期で履修
□ キャリア教育関連科目※

□ 現代社会におけるビジネスリテラシー 2 ● ● ● ● いずれかの学期で履修
□ 法律・健康知識で身を守るセルフマネジメント 2 ● ● いずれかの学期で履修
□ 就活にも役立つメディアリテラシー 2 ● ● いずれかの学期で履修
□ 戦略的ビジネスマネジメント 2 ● ● いずれかの学期で履修
□ 世界のニュースを読み解く　～国際社会問題を考える～ 2 ● ● いずれかの学期で履修
□ グローバルコミュニケーション 2 ○

□ Practical　English CommunicationⅠ 2 ○

□ Practical　English CommunicationⅡ 2 ○

□ Practical　English CommunicationⅢ 2

□ 新時代のリーダーシップデザイン 2 ● ● いずれかの学期で履修
□ 戦略的ビジネスプランニング 2 ● ● いずれかの学期で履修
□ 顧客価値を創出するマーケティング 2 ● ● いずれかの学期で履修
□ SDGｓを実現するためのGX&SXの基本 2 ● ● いずれかの学期で履修
□ 文系人材のためのDX・AIリテラシー 2 ※ ● ● いずれかの学期で履修
□ ビジネス・データサイエンスⅠ 2 ● ● いずれかの学期で履修
□ ビジネス・データサイエンスⅡ 2 ※ ● ● いずれかの学期で履修
□ ビジネス・データサイエンスⅢ 2 ○

□ 地域社会の価値を創造する実践論 2 ○

□ 行政の役割を体験するインターンシップ 2 ○

□ 行政の理解と試験対策 2

【履修年次】履修年次欄の〇印は配当年次を示す。●印はいずれかの学期で履修することを示す。

（注）資格科目欄に※が付された科目は資格選択必修科目であることを示す。必要単位数は別表Ⅱ－１５を確認すること。

※キャリア教育関連科目は各学科教育課程の設定による。

※副専攻を希望しない場合でも、BFL科目の履修は可能です。

＜副専攻履修について＞
BusinessFieldLinkageプログラムの科目から２０単位以上修得すると学んだことを認証する「修了証」を授与します。必要な要件は下記の通りです。
①自分の目標とするキャリアに合わせた副専攻を上記５つの副専攻から選択し、その副専攻に該当する必修科目と共通必修科目「ビジネス・フィールド・リンケージ
原論」「ビジネス・コミュニケーション・スキル」「アントレプレナーシップ（起業家精神）概論」、他の副専攻の科目と併せて２０単位を修得すること。
②修得単位（共通区分を除く）の取り扱いについては、次のとおり教養科目の単位に6単位まで充当することができます（但し「ビジネス・データサイエンスⅠ、Ⅱ、
Ⅲ」及び「PracticalEnglishCommunicationⅠ、Ⅱ、Ⅲ」は除く）。
③履修する科目はキャップ制の対象外とします。
④履修状況については、各学期の成績表において履修済みの科目の成績を確認することができます。

ビ

ジ

ネ

ス

実

務

士

ビ

ジ

ネ

ス

実

務

士

教養科目は卒業必修欄に※が付された科
目のうち１科目（２単位）以上を履修すること

共通

価値増幅型
マネジメント

副専攻

グローバル
人材育成
副専攻

ビジネス
再生
・創生
副専攻

2

計

A類

B類

C類

履　修　年　次

備　　　　考1

ビジネス・
データ

サイエンス
副専攻

地域活性化
・価値創造

副専攻

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

卒
業
必
修

2

情
報
処
理
士

観
光
実
務
士

秘
書
士

チ

ェ
ッ
ク

欄

履　修　年　次

1 2

授

業

の

方

法

単
　
位

卒
業
必
修

チ

ェ
ッ
ク
欄

授　業　科　目

授
業
の
方
法

単
　
位

卒
業
必
修

聖徳教育の詳細については、学生便覧を参照すること。

備　　　　考

アントレプレナーシップ（起業家精神）概論

ビジネス・コミュニケーション・スキル

D

S

・

A

I

実

務

パ

ス

ポ
ー

ト

D

S

・

A

I

実

務

パ

ス

ポ
ー

ト

授　業　科　目

計

情
報
処
理
士

観
光
実
務
士

秘
書
士

履　修　年　次

D類

備　　　　考1

- 33 -



- 34 -



- 35 -



- 36 -



- 37 -



- 38 -



- 39 -



- 40 -



- 41 -



- 42 -



- 43 -



- 44 -



- 45 -



- 46 -



- 47 -



- 48 -





１年次春学期 １年次秋学期 ２年次春学期 ２年次秋学期

製菓と食品に係わる基礎知識を学ぶ
製菓に係わる技能と関連技術の

習得を目指す
製菓の基礎知識を技能を学ぶ

製菓技術の深化と応用技術を学
ぶ

基礎的な知力・体力・技能を身につけるこ
とができる。

幅広い教養・知力・体力を身に付け
ることができる。

幅広い教養と環境に関する知識を
身につけることができる。

幅広い教養と環境に関する知識を
身につけ、課題解決つなげること
ができる。

英語の基本的な技能を身につけることがで
きる。

英語で基本的なコミュニケーション
をとることができる。

種々の場面における最適な英語表
現を選ぶことができる。

英語によるコミュニケーションを
実践的に応用することができる。

Webによる情報発信の技能を身につけるこ
とができる。

プレゼンテーションの技能を身につ
けることができる。

卒業認定・学位授与の方針に
掲げる学習成果

食の基礎知識を知り、多
面的な思考力を身につけ
る

食品と栄養素及び調理の基礎を学び
、食生活に取り入れることができる
。

食品と衛生についての基礎を学
び、実践に活かすことができる
。

食に関する多文化、異文化の
知識を修得し、教養の幅を広
げることができる。

食に関する多文化、異文化の
知識を修得し、教養の幅を広
げることができる。

地域社会と積極的に関わり、課
題解決に至る合理的思考ができ
る。

製菓・調理の基本技術を
実践的に身につける

製菓の基礎を学び、製菓における基
本作業と基本生地、基本クリームが
一人でできるようになる。

基本生地と基本クリームを修得
しつつ作業工程を自ら考えるこ
とを身につける。

複雑な組み合わせの菓子をチ
ームで工程を考え、時間内に
作り上げることができる。

菓子製造の専門的な知識と技
能を理解してレシピを想像す
ることができる。

製菓における高度な専門
技術を修得し、応用力、
創造性を身につける

飴細工やチョコレート細工を通
してケーキデコレーションの基
礎を身に付けることができる。

令和６年度入学生　聖徳大学短期大学部　総合文化学科　フードマネジメントコース(製菓科目群) 学びで得られる成果（Learning Outcomes）

パ
テ
ィ
シ
エ
ー
ル
（
パ
テ
ィ
シ
エ
）
と
し
て
の
力
を
有
し
、

製
菓
・
食
品
業
界
で
活
躍
で
き
る
人

専門分野及び専門
分野を超えた学際
的な知識・技能、I
CTの活用を通じ
て多面的・複合的
な社会問題や地域
の課題を思考・実
践し解決すること
ができる

専
門
科
目
群

専門分野及び専門分野を
越えた学際的な知識・技
能、ICTの活用を通じて多
面的・複合的な社会問題
や地域の課題を思考・実
践し解決することができ
る。

情報科目群

キャリア実践力を
形成し、ビジネス
に活用できる実践
的技能や視点を身
につける

キャリア科目群

自己分析と自己形成のための視点を
学び、社会での役割を考えることが
できる。

社会人基礎力を備え、一般企業
の適性検査に対応することがで
きる。簿記の基礎的技能を習得
することができる。

社会には多様な仕事があるこ
とを知り、幅広い視点から物
事を考えることができる。簿
記検定2級レベルの技能を習
得することができる。

社会・経済の動向や多様な仕
事について理解を深め、国際
的かつ持続可能な視点から物
事を考えることができる。

製パンを基礎から応用までを
学ぶことで製菓の応用力と創
造性を身につける。

フランスの伝統菓子を理解し
て菓子を作ることができる。

各種パソコンソフトの操作技術を必要
に応じて使うことができる。地域社会
の課題解決に向けて、自ら関わること
ができる。

自己を客観的に分析・表
現し,かつ自己の生き方を
省察してデザインするこ
とができる。

学びの基礎を
身につける

学びの基礎科目群
幅広い教養に基づいた多
様な視点から物事を考え
るとともに、実社会で必
要とされる基礎的な英語
によるコミュニケーショ
ンとプレゼンテーション
ができる。

英語科目群

プレゼンテーション科目群

思いやりと礼節心をもっ
て他者と関わり、円滑な
人間関係を形成すること
ができる。

教育目標
１年次 ２年次

卒業認定・学位授与の方針に
掲げる学習成果食品の知識、調理技術や製菓づくりの基礎を学ぶ 「食」を多方面から見て、専門性を高める

人間性を高める 人間性を高める科目群
社会生活の中で自己実現するために
必要な行動規範を認識することがで
きる。

情操を高め、教養の幅を拡げる
ことができる。

他者に対する思いやりと礼節
を持ち、集団生活で自制する
ことができる。

「和」の精神の持つ現代的意
義を理解し、実生活に応用す
ることができる。





１年次春学期 １年次秋学期 ２年次春学期 ２年次秋学期

「食」の基礎を身につける 「食」を通じて視野を広げる
「食」を通じて考える力をつけ

る
「食」に関する総合的な知識を

得る

基礎的な知力・体力・技能を身に
つけることができる。

幅広い教養・知力・体力を身に付
けることができる。

幅広い教養と環境に関する知識を
身につけることができる。

幅広い教養と環境に関する知識を
身につけ、課題解決つなげること
ができる。

英語の基本的な技能を身につける
ことができる。

英語で基本的なコミュニケーショ
ンをとることができる。

種々の場面における最適な英語表
現を選ぶことができる。

英語によるコミュニケーションを
実践的に応用することができる。

Webによる情報発信の技能を身に
つけることができる。

プレゼンテーションの技能を身に
つけることができる。

社会人基礎力を備え、一般企
業の適性検査に対応すること
ができる。簿記の基礎的技能
を習得することができる。

食品を正しく選択し、食品の
評価ができる。

食品の加工や成分変化を知り
、取り扱いなどに必要な多面
的な思考力を身に付けること
ができる。

調理の基礎を学び、基本技術
を食生活に取り入れることが
できる。

フードコーディネーターに必
要な食品開発・流通など、「
食」に関する多様な知識を理
解できる。

調理技術を幅広く学び、ジャ
ンルによる違いなども理解す
るとともに第一線で活躍する
シェフから最新の技術を知る
ことができる。

各種パソコンソフトの操作技術
を必要に応じて使うことができ
る。地域社会の課題解決に向け
て、自ら関わることができる。

地域社会と積極的に関わり、
課題解決に至る合理的思考が
できる。

令和６年度入学生　聖徳大学短期大学部　総合文化学科　フードマネジメントコース(フード科目群) 学びで得られる成果（Learning Outcomes）

食品と栄養素及び調理の基礎
を学び、食生活に取り入れる
ことができる。

食
品
、
栄
養
、
調
理
に
関
す
る
知
識
と
技
能
を
持
ち
、

食
を
総
合
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
能
力
の
あ
る
人

飴細工やチョコレート細工を
通してケーキデコレーション
の基礎を身に付けることがで
きる。

調理技術を幅広く学び、ジャ
ンルによる違いなども理解す
ることができる。

自己を客観的に分析・表
現し,かつ自己の生き方を
省察してデザインするこ
とができる。

調理技術を幅広く学び、基本
技術を食生活に取り入れるこ
とができる。

菓子の基本とデザートの技術
を学び幅広く食生活に取り入
れることができる。

集団調理実習を通じ、給食施
設における調理の実際を知る
ことができる。

食に関する多文化・異文化の
知識を修得し、教養の幅を広
げることができる。

調味料の特徴や使い方を食生
活に取り入れることができる
。

社会には多様な仕事があるこ
とを知り、幅広い視点から物
事を考えることができる。簿
記検定2級レベルの技能を習
得することができる。

社会・経済の動向や多様な仕
事について理解を深め、国際
的かつ持続可能な視点から物
事を考えることができる。

食品と衛生についての基礎を
学び、実践に活かすことがで
きる。

自己分析と自己形成のための
視点を学び、社会での役割を
考えることができる。

１年次 ２年次

食品の知識、調理技術や製菓の基礎を学ぶ 「食」を多方面から見て、専門性を高める

社会生活の中で自己実現する
ために必要な行動規範を認識
することができる。

情操を高め、教養の幅を拡げ
ることができる。

他者に対する思いやりと礼節
を持ち、集団生活で自制する
ことができる。

「和」の精神の持つ現代的意
義を理解し、実生活に応用す
ることができる。

専門分野及び専門
分野を超えた学際
的な知識・技能、I
CTの活用を通じ
て多面的・複合的
な社会問題や地域
の課題を思考・実
践し解決すること
ができる

情報科目群

専
門
科
目
群

食品、健康、調理の基礎
知識を知り、多面的な思
考力を身につける

調理技術や製菓の製作技
術の基本を実践的に身に
つける

高度な専門技術を修得し
、応用力、創造性を身に
つける

広い視野で「食」を学び
、自らの感性を育てる力
が身につく

人間性を高める 人間性を高める科目群

教育目標

キャリア実践力を
形成し、ビジネス
に活用できる実践
的技能や視点を身
につける

キャリア科目群

学びの基礎を
身につける

学びの基礎科目群

英語科目群

プレゼンテーション科目群

卒業認定・学位授与の方針に
掲げる学習成果

思いやりと礼節心をもっ
て他者と関わり、円滑な
人間関係を形成すること
ができる。

幅広い教養に基づいた多
様な視点から物事を考え
るとともに、実社会で必
要とされる基礎的な英語
によるコミュニケーショ
ンとプレゼンテーション
ができる。

卒業認定・学位授与の方針に
掲げる学習成果

専門分野及び専門分野を
越えた学際的な知識・技
能、ICTの活用を通じて多
面的・複合的な社会問題
や地域の課題を思考・実
践し解決することができ
る。





令和６年度入学生　聖徳大学短期大学部　総合文化学科　図書館司書・ITコース（図書館司書科目群）　学びで得られる成果（Learning Outcomes）

１年次春学期 １年次秋学期 ２年次春学期 ２年次秋学期

図書館の基礎を学ぶ
図書館の基礎と情報サ－ビス

について学ぶ
応用技能を習得する

応用技能と実践的な力を発展さ
せる

基礎的な知力・体力・技能を身に
つけることができる。

幅広い教養・知力・体力を身に付
けることができる。

幅広い教養と環境に関する知識を
身につけることができる。

幅広い教養と環境に関する知識を
身につけ、課題解決つなげること
ができる。

英語の基本的な技能を身につける
ことができる。

英語で基本的なコミュニケーショ
ンをとることができる。

種々の場面における最適な英語表
現を選ぶことができる。

英語によるコミュニケーションを
実践的に応用することができる。

Webによる情報発信の技能を身に
つけることができる。

プレゼンテーションの技能を身に
つけることができる。

卒業認定・学位授与の方針に
掲げる学習成果

幅広い教養に基づいた多様
な視点から物事を考えると
ともに、実社会で必要とさ
れる基礎的な英語によるコ
ミュニケーションとプレゼ
ンテーションができる。

教育目標

１年次 ２年次

図書館の機能と図書館サービスの基礎について学ぶ 図書館サービスの応用と実践について学ぶ

地域社会と積極的に関わり、
課題解決に至る合理的思考が
できる。

思いやりと礼節心をもって
他者と関わり、円滑な人間
関係を形成することができ
る。

情操を高め、教養の幅を拡げ
ることができる。

他者に対する思いやりと礼節
を持ち、集団生活で自制する
ことができる。

「和」の精神の持つ現代的意
義を理解し、実生活に応用す
ることができる。

自己を客観的に分析・表現
し,かつ自己の生き方を省
察してデザインすることが
できる。

社会人基礎力を備え、一般企
業の適性検査に対応すること
ができる。簿記の基礎的技能
を習得することができる。

社会には多様な仕事があるこ
とを知り、幅広い視点から物
事を考えることができる。簿
記検定2級レベルの技能を習
得することができる。

社会・経済の動向や多様な仕
事について理解を深め、国際
的かつ持続可能な視点から物
事を考えることができる。

利用者に情報を提供する図書
館司書の役割を把握し、図書
館において活用されている情
報技術について理解できる。

読み聞かせなど児童へのサー
ビスや情報検索サービスを学
び、実社会で活かすことがで
きる。

レファレンスサービスの理論
と技能を学び、図書館司書と
して実践的な力をつけること
ができる。

図書館の情報資源について、
規則に従って分類・整理する
ための理論と知識を習得し、
説明できる。

図書館で扱う情報資源につい
て理解することができる。

図書館の情報資源について、
規則に従って適切に分類・整
理することができる。

図書館の情報資源について、
規則に従って適切に目録を作
成することができる。

専門分野及び専門
分野を超えた学際
的な知識・技能、I
CTの活用を通じて
多面的・複合的な
社会問題や地域の
課題を思考・実践
し解決することが
できる

人間性を高める科目群

プレゼンテーション科目群

生涯学習の意義と図書館の役
割について理解できる。

学びの基礎を
身につける

人間性を高める

作品講読を通じて人生と文学
との関係を捉えることができ
る。

各種パソコンソフトの操作技術を
必要に応じて使うことができる。
地域社会の課題解決に向けて、自
ら関わることができる。

社会生活の中で自己実現する
ために必要な行動規範を認識
することができる。

英語科目群

キャリア実践力を
形成し、ビジネス
に活用できる実践
的技能や視点を身

につける

自己分析と自己形成のための
視点を学び、社会での役割を
考えることができる。

情
報
の
検
索
・
分
析
・
処
理
能
力
を
身
に
つ
け
、

図
書
館
司
書
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
人
と
し
て
活
躍
で
き
る
人

卒業認定・学位授与の方針に
掲げる学習成果

専門分野及び専門分野を越
えた学際的な知識・技能、
ICTの活用を通じて多面的
・複合的な社会問題や地域
の課題を思考・実践し解決
することができる。

学びの基礎科目群

図書館の本質を理解し、
図書館経営の基本的知識
を身に付ける

情報資源の特徴を理解し
、情報資源組織化の理論
・技術を身につける

各種サービスの理論を理
解し、情報サービス・児
童サービスの実践力を養
う

専
門
科
目
群

キャリア科目群

情報科目群

日本の文化、日本語表現
を理解し、日本文学につ
いての教養を身につける

図書館の制度や図書館経営に
ついて学び、図書館司書の使
命を認識することができる。

卒業研究を通して文献の調査
、分析に関する知識を習得で
きる。

図書館の歴史や特定領域につ
いて学び、問題の発見やその
解決を図ることができる。

日本語運用に必要な基礎的知識
を修得し、文字・音声両面で的
確に表現することができる。

民話や昔話などの調査及び作
品制作を通じて、地域文化の
特質を捉えることができる。





１年次春学期 １年次秋学期 ２年次春学期 ２年次秋学期

情報処理の技術を知る 情報処理の技術を使う
情報処理による課題解決法を知

る
情報処理による課題解決を行う

基礎的な知力・体力・技能を身に
つけることができる。

幅広い教養・知力・体力を身に付
けることができる。

幅広い教養と環境に関する知識を
身につけることができる。

幅広い教養と環境に関する知識を身につ
け、課題解決つなげることができる。

英語の基本的な技能を身につける
ことができる。

英語で基本的なコミュニケーショ
ンをとることができる。

種々の場面における最適な英語表
現を選ぶことができる。

英語によるコミュニケーションを実践的
に応用することができる。

Webによる情報発信の技能を身に
つけることができる。

プレゼンテーションの技能を身に
つけることができる。

令和６年度入学生　聖徳大学短期大学部　総合文化学科　図書館司書・ITコース（IT科目群）　学びで得られる成果（Learning Outcomes）

伝えるべき情報を知るととも
に、情報の符号化としてのデ
ータの構成が理解できる。

ディジタルコンピューティン
グおよびコミュニケーション
の本質を理解できる。

ディジタルコンピューティン
グが生活に与える影響を理解
し、安全に利便性を享受でき
る。

情
報
の
構
成
お
よ
び
抽
出
に
関
す
る
知
識
と
技
能
を
持
ち
、

情
報
技
術
を
多
角
的
に
活
用
し
問
題
を
解
決
す
る
能
力
の
あ
る
人

データを分かりやすく整理し
、簡単な分析を行うことがで
きる。

大規模なデータ集合から、目
的に合うデータを抽出したり
、情報をデータとして符号化
できる。

大量のデータを分析したり、解釈
して、情報を抽出することができ
る。

自己を客観的に分析・表現
し,かつ自己の生き方を省察
してデザインすることがで
きる。

自己分析と自己形成のための
視点を学び、社会での役割を
考えることができる。

問題解決のためのシステム要件を
実現するための技法を理解し、基
本的なシステムを実装できる。

情報を図像で表現したり、テ
キストを組版する方法を理解
できる。

情報を図像で表現したり、テキス
トを組版することで、伝わりやす
い情報表現ができる。

情報システムはどのように構
成され、どのように使うかが
理解できる。

情報システムはどのような課
題をどのような仕組で解決す
るかを理解できる。

思いやりと礼節心をもって
他者と関わり、円滑な人間
関係を形成することができ
る。

幅広い教養に基づいた多様
な視点から物事を考えると
ともに、実社会で必要とさ
れる基礎的な英語によるコ
ミュニケーションとプレゼ
ンテーションができる。

社会生活の中で自己実現する
ために必要な行動規範を認識
することができる。

情操を高め、教養の幅を拡げ
ることができる。

他者に対する思いやりと礼節
を持ち、集団生活で自制する
ことができる。

「和」の精神の持つ現代的意義を
理解し、実生活に応用することが
できる。

各種パソコンソフトの操作技
術を必要に応じて使うことが
できる。地域社会の課題解決
に向けて、自ら関わることが
できる。

地域社会と積極的に関わり、
課題解決に至る合理的思考が
できる。

１年次 ２年次

情報処理技術を理解するとともに利用技能を身につける 情報処理技術を問題解決の場面で活用できる技能を身につける

社会人基礎力を備え、一般企
業の適性検査に対応すること
ができる。簿記の基礎的技能
を習得することができる。

社会には多様な仕事があるこ
とを知り、幅広い視点から物
事を考えることができる。簿
記検定2級レベルの技能を習
得することができる。

社会・経済の動向や多様な仕事に
ついて理解を深め、国際的かつ持
続可能な視点から物事を考えるこ
とができる。

コンピュータを利用して
情報を解りやすく構成し
、効果的に伝達する技能
を身につける

コンピュータを利用して
データを系統的に分析す
る技能を身につける

課題を発見、理解し、こ
れを情報システムにより
解決する力を身につける

情報科目群

情報システムで解決すべき課
題を発見し、問題解決のため
の要件の概要を理解できる。

情報を図像で表現したり、テ
キストを組版する多様な方法
を理解できる。

卒業認定・学位授与の方針に
掲げる学習成果

専門分野及び専門分野を越
えた学際的な知識・技能、I
CTの活用を通じて多面的・
複合的な社会問題や地域の
課題を思考・実践し解決す
ることができる。

卒業認定・学位授与の方針に
掲げる学習成果

人間性を高める

教育目標

専門分野及び専門
分野を超えた学際
的な知識・技能、I
CTの活用を通じ
て多面的・複合的
な社会問題や地域
の課題を思考・実
践し解決すること
ができる

人間性を高める科目群

プレゼンテーション科目群

英語科目群

学びの基礎科目群

キャリア科目群

キャリア実践力を
形成し、ビジネス
に活用できる実践
的技能や視点を身
につける

学びの基礎を
身につける

専
門
科
目
群

教養ある人が知るべき情
報とコンピューティング
の知識を身につける





１年次春学期 １年次秋学期 ２年次春学期 ２年次秋学期

観光・ホテルの基礎を学ぶ 観光・ホテルの実務を学ぶ 体験を通して理解を深める
ホスピタリティーマインドを

体得する

基礎的な知力・体力・技能を身につけ
ることができる。

幅広い教養・知力・体力を身に付ける
ことができる。

幅広い教養と環境に関する知識を身に
つけることができる。

幅広い教養と環境に関する知識を身に
つけ、課題解決つなげることができる
。

英語の基本的な技能を身につけること
ができる。

英語で基本的なコミュニケーションを
とることができる。

種々の場面における最適な英語表現を
選ぶことができる。

英語によるコミュニケーションを実践
的に応用することができる。

Webによる情報発信の技能を身につけ
ることができる。

プレゼンテーションの技能を身につけ
ることができる。

思いやりと礼節心をもって他者と
関わり、円滑な人間関係を形成す
ることができる。

教育目標

１年次 ２年次
卒業認定・学位授与の方針に

掲げる学習成果観光・ホテル業界に必要なホスピタリティーとは何かを理解する 観光・ホテル業界に必要な知識を学び体験することで理解を深める

人間性を高める 人間性を高める科目群
社会生活の中で自己実現するた
めに必要な行動規範を認識する
ことができる。

情操を高め、教養の幅を拡げる
ことができる。

他者に対する思いやりと礼節を
持ち、集団生活で自制すること
ができる。

「和」の精神の持つ現代的意義
を理解し、実生活に応用するこ
とができる。

社会・経済の動向や多様な仕事
について理解を深め、国際的か
つ持続可能な視点から物事を考
えることができる。

自己を客観的に分析・表現し,か
つ自己の生き方を省察してデザイ
ンすることができる。

学びの基礎を
身につける

学びの基礎科目群 幅広い教養に基づいた多様な視点
から物事を考えるとともに、実社
会で必要とされる基礎的な英語に
よるコミュニケーションとプレゼ
ンテーションができる。

英語科目群

プレゼンテーション科目群

キャリア実践力を
形成し、ビジネス
に活用できる実践
的技能や視点を身
につける

キャリア科目群

自己分析と自己形成のための視
点を学び、社会での役割を考え
ることができる。

社会人基礎力を備え、一般企業
の適性検査に対応することがで
きる。簿記の基礎的技能を習得
することができる。

社会には多様な仕事があること
を知り、幅広い視点から物事を
考えることができる。簿記検定
2級レベルの技能を習得するこ
とができる。

情報科目群

各種パソコンソフトの操作技術
を必要に応じて使うことができ
る。地域社会の課題解決に向け
て、自ら関わることができる。

地域社会と積極的に関わり、課
題解決に至る合理的思考ができ
る。

観光・ホテル業務に必要
な英語力を磨き、各国の
文化や習慣を理解できる

相手に伝えたいことを英語で適
切に表現できる。

英語圏を旅行する際に必要な英
語を使うことができる。

様々なお客様に英語でサービス
することができる。世界情勢を
理解できる。

接客に必要な外国語表現を理解
できる。様々なな外国語を使っ
てコミュニケーションをとるこ
とができる。

ホテルの業務を実体験すること
ができる。

ホスピタリティ産業のノ
ウハウを学び、技能を身
につける

ブライダル産業に関する知識を
身につけることができる。
ホスピタリティを意識した日本
語表現を理解できる。

ブライダルコーディネートにつ
いて理解できる。
ホスピタリティを意識した日本
語表現を身につけることができ
る。

料飲サービスの知識・技能を身
につけることができる。

ホスピタリティ産業の実際を学
ぶことができる。ユニバーサル
サービスの知識・技能を身につ
けることができる。

令和６年度入学生　聖徳大学短期大学部　総合文化学科　国際観光・ホテルコース　学びで得られる成果（Learning Outcomes）

卒業認定・学位授与の方針に
掲げる学習成果

専門分野及び専門
分野を超えた学際
的な知識・技能、I
CTの活用を通じ
て多面的・複合的
な社会問題や地域
の課題を思考・実
践し解決すること
ができる

専
門
科
目
群

観光業務の基礎的な知識
を学び、ツアープランを
作ることができる

観光業とはどういうものか、自
分が客の立場で理解できる。

観光業に必要な基礎知識を身に
つけることができる。

旅程作成に必要な知識を身につ
けることができる。それぞれの
国の特徴を理解できる。

お客様の期待値を理解し、お客
様の要望に添った旅行計画を提
案できる。

専門分野及び専門分野を越えた学
際的な知識・技能、ICTの活用を
通じて多面的・複合的な社会問題
や地域の課題を思考・実践し解決
することができる。

観
光
・
ホ
テ
ル
、
旅
行
業
務
に
関
す
る
知
識
と
技
能
及
び
英
会
話
力
を

持
ち
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
マ
イ
ン
ド
の
あ
る
人

ホテル業務の基礎的な知
識を学び、サービスのノ
ウハウを身につける

ホテル業とはどのようなものか
、業務の種類を学ぶことができ
る。
ホテルでインターンシップをす
る際に必要な知識・技能を身に
つけることができる。

ゲストサービスの知識・技能を
身につけることができる。
ホテルの業務を実体験しながら
、業務の内容を理解できる。





１年次春学期 １年次秋学期 ２年次春学期 ２年次秋学期

ファッション・デザインに係わる
基礎知識を習得する

ファッション・デザインに係わる
基礎技術を身につける

ファッション・デザインに係わる
専門知識と技能を身につける

ファッション・デザインに係わる
実践的な力を身につける

各種パソコンソフトの操作技術を必要
に応じて使うことができる。地域社会
の課題解決に向けて、自ら関わること
ができる。

地域社会と積極的に関わり、課
題解決に至る合理的思考ができ
る。

基礎的な知力・体力・技能を身につけ
ることができる。

幅広い教養・知力・体力を身に付ける
ことができる。

幅広い教養と環境に関する知識を身につ
けることができる。

幅広い教養と環境に関する知識を身につ
け、課題解決つなげることができる。

英語の基本的な技能を身につけること
ができる。

英語で基本的なコミュニケーションを
とることができる。

種々の場面における最適な英語表現を選
ぶことができる。

英語によるコミュニケーションを実践的
に応用することができる。

Webによる情報発信の技能を身につけ
ることができる。

プレゼンテーションの技能を身につけ
ることができる。

卒業認定・学位授与の方針
に

掲げる学習成果

ファッション商品企画の方法を理
解し、ファッション企画力を身に
つけることができる。繊維・糸の
性質・製造技術等を理解できる。

情操を高め、教養の幅を拡げる
ことができる。

自己を客観的に分析・表
現し,かつ自己の生き方を
省察してデザインするこ
とができる。

自己分析と自己形成のための視
点を学び、社会での役割を考え
ることができる。

社会人基礎力を備え、一般企業
の適性検査に対応することがで
きる。簿記の基礎的技能を習得
することができる。

他者に対する思いやりと礼節を持
ち、集団生活で自制することがで
きる。

社会生活の中で自己実現するた
めに必要な行動規範を認識する
ことができる。

社会には多様な仕事があることを
知り、幅広い視点から物事を考え
ることができる。簿記検定2級レ
ベルの技能を習得することができ
る。

社会・経済の動向や多様な仕事に
ついて理解を深め、国際的かつ持
続可能な視点から物事を考えるこ
とができる。

思いやりと礼節心をもっ
て他者と関わり、円滑な
人間関係を形成すること
ができる。

「和」の精神の持つ現代的意義を
理解し、実生活に応用することが
できる。

令和６年度入学生　聖徳大学短期大学部　総合文化学科　ファッション・造形デザインコース  学びで得られる成果（Learning Outcomes）

色彩やファッションデザインに
関する知識があり、考案したア
イデアを表現するための基本的
技術を身に付けることができる
。

考案したアイディアを自分らし
くデザイン画に表現することが
できる。クラフトの知識・技能
がある。

衣服の素材やアパレル産業の品質
管理業務などを理解し、自らの衣
生活や仕事に活かすことができる
。

学んだ知識を活かして、ファッシ
ョンのコーディネートができる。
2年間の集大成として、個性豊か
な作品を制作することができる。

フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
・
デ
ザ
イ
ン
の
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
業
界
で
活
躍
で
き
る
人

学びの基礎科目群

英語科目群

プレゼンテーション科目群

キャリア実践力を
形成し、ビジネス
に活用できる実践
的技能や視点を身
につける

学びの基礎を
身につける

専門分野及び専門
分野を超えた学際
的な知識・技能、I
CTの活用を通じ
て多面的・複合的
な社会問題や地域
の課題を思考・実
践し解決すること
ができる

人間性を高める

ファッション造形の基礎を学び
、考案したデザインを的確に制
作、表現する技術を身につける
ことができる。和服の着付けも
できる。

ファッション企業の実務内容(フ
ァッション商品、企画、販売)を
理解し、説明できる。繊維の染
色と加工について理解できる。

ファッション産業の仕組みやビジ
ネス実務を実践的に理解できる。
被服の手入れや保管について理解
できる。

教育目標

ファッションの基礎的・
専門的な知識と技術を身
につける

ファッション造形の基礎
的・専門的な知識と技術
を身につける

ファッション企業の業務
内容を身につける

アパレル企業で使用する
パターン技術を身につけ
る

デザイン・CGの基礎的
な知識と技術を身につけ
る

専
門
科
目
群

情報科目群

キャリア科目群

１年次 ２年次

ファッション・デザインに係わる幅広い基礎知識と技術を身につける ファッション・デザインに係わる専門知識と技術を習得し実践力を身につける

卒業認定・学位授与の方針
に

掲げる学習成果

幅広い教養に基づいた多
様な視点から物事を考え
るとともに、実社会で必
要とされる基礎的な英語
によるコミュニケーショ
ンとプレゼンテーション
ができる。

専門分野及び専門分野を
越えた学際的な知識・技
能、ICTの活用を通じて
多面的・複合的な社会問
題や地域の課題を思考・
実践し解決することがで
きる。

人間性を高める科目群

ファッション造形の基礎と応用技
術を身につけ、感性豊かな作品を
制作することができる。

アパレル設計に必要な知識、技
能を身につけることができる。
アパレル製品の設計、生産工程
を理解できる。

アパレル業界、ブランド企画に
関する基礎知識と技術を学んだ
上で、プランニングマップ、実
物作品の制作ができる。

物づくりの提案や企画、デザイ
ンを学び、造形に関しての知識
や表現力を基礎から身につける
ことができる。

企業のパターンと縫製工程に従っ
て実物の作品を制作し、工業縫製
を身につけることができる。

服づくりの基礎と専門を学んだ上
で、ファッションに於ける感性重
視の作品制作の技術を身につける
ことができる。

デザインに関する知識があり、
自ら考案し、表現することがで
きる。

ＣＧ（ペイント系）の知識があ
り、高度な表現ができる。イン
テリアの知識があり、自らコー
ディネートができる。

ＣＧ（イラスト・ドロー系）の知
識があり、高度な表現ができる。

ＣＧ（3Ｄ、動画）の知識があり
、高度な表現ができる。
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